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※概要（Summary ）： 
力学的負荷を与えた金属材料において顕微鏡を用い

て微小領域を観察し，変形メカニズムの解明や解析結

果の妥当性を評価する。 
※実験（Experimental）： 
	
 日立低真空分析走査電子顕微鏡 SU6600 
後方散乱電子回折像検出器（EBSD）：HKL Channel 5 

数結晶よりなる錫の微小試験片を観察し，EBSDによ

り，その結晶方向を同定した．  
※結果と考察（Results and Discussion）： 
	
 上記の EBSD により，結晶方向を同定した錫の微
小試験片の引張試験を行い，その様子をデジタルマイ

クロスコープで撮影し，結晶粒内のひずみ分布をデジ

タル画像相関法により観察した．観察結果を図 1に示
す．結晶粒内のひずみ分布は，結晶粒の結晶方向によ

って大きく異なり，均質体と考えた場合のひずみ分布

とは大きく異なることが確認できた． 
	
 Hillの結晶塑性構成式を用いて，有限要素法により
結晶粒内のひずみを解析した．その結果を同じく図 1 
に示す．DICMの計測結果と FEMの結果を比較する
とわかるとおり，試験片により予測と観察結果が一致

するものと一致しないものがあった．このことは，

Hillの構成式では表現できない，双晶変形などが発生
しているためと予測された． 
※その他・特記事項（Others）： 
	
 さらに，観察数を増やして，多くの試験片によるひ

ずみ分布の測定と解析を行う必要がある．また，結晶

塑性の構成式について見直す必要がある． 
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図 1 DICM計測結果と FEM計算結果の比較. 


